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同封されている付録もご覧下さい
⑪ 社長が不在でも社員が黒字にする仕組み化セミナーのご案内
⑫ 制作費0円でHPを制作します
⑬ 補助金申請、（株）木立が完全サポート！
⑭ 美浜産業株式会社のご案内
⑮ ミオビエントアルファ山下最終分譲のご案内
⑯ 社員が一丸となって会社を成長させる方法のご案内
⑰ タナベ経営からのご案内
⑱ ザ・ビジネスモールのご案内
⑲ 事業承継、創業後の経営にお悩みの方へご案内

① 企業PR便のご案内
② 企業広告募集のご案内
③ OKINAWA＊TOKYO商談会出店募集のご案内 
④ 確定申告相談会のお知らせ
⑤ 新しいPCレンタルサービスのご案内
⑥ 社長の手取りを増やす秘策、教えます
⑦ 人材マッチング支援事業のお知らせ
⑧ ホームページ活用の無料個別相談会のご案内 
⑨ 能力開発セミナーのご案内
⑩ 県による出向受入のお知らせ
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つつじ祭り（東村）つつじ祭り（東村）
沖縄の春の訪れ、日本一早いつつじ祭り
が開催中です。一面に咲き誇る、美しい5
万本のつつじをぜひ満喫してください。

沖縄の春の訪れ、日本一早いつつじ祭り
が開催中です。一面に咲き誇る、美しい5
万本のつつじをぜひ満喫してください。

◎第一〇九回九州商工会議所女性会連合会
　役員会（沖縄開催）の開催決定
◎若手後継者等育成事業による令和二年度沖縄県
　商工会議所女性会連合会主催講習会の実施について
◎各地女性会の取り組み

悪の組織の原価計算

会員の窓  [珍品堂]

【第16話】軍団ごとの評価を下せ！

商工会議所の動き

快進撃企業に学べ！
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“価値ある経営”10の特長

…………………………………………………潮流を読む
“誰も取り残さない経済政策”の重要性
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「渋沢栄一の人を見抜く力」

「古の玉城城跡の冬至」

石川真生展

那覇商工会議所をご活用ください

OIST沖縄科学技術大学院大学
タコの腕には脳がある？

◎事業承継事例集「未来へつなぐ」を発行しました
◎「本場のおもてなし英会話」セミナーを開催！

「事業主の皆様へのお願い」雇用維持要請
那覇商工会議所からのお知らせ

醜くも美しい人の一生、私は人間が好きだ。
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永年勤続優良従業員表彰
受賞者決定！

　那覇商工会議所では、会員事業所で永年にわたる勤続を通じ、今日までの事業
所の繁栄と地域経済の発展を支えてこられた従業員の功労を讃える「永年勤続優
良従業員表彰」を実施しています。
　永年勤続優良従業員表彰要綱第6条に基づく表彰審査委員会において、この度、
勤続46年を筆頭に166名の受賞者が決定いたしました。
　永年勤続優良従業員として表彰を受けられる皆様、誠におめでとうございます。

令和2年度（第54回）

～勤続46年を筆頭に166名を表彰～

※例年開催しております表彰式は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点より、受賞者の皆様ならびにご列席者の皆様の安全を最優先に
考慮し、中止させて頂くこととなりました。表彰が決定された皆様へは、賞状と記念品をお送りしております。

１５年以上～２０年未満
２０年以上～３０年未満
３０年以上　　　
４０年以上　　　
合計　　　　　

55人
66人
40人
5人

166人

受賞者の内訳

氏　名 勤続年数 事 業 所 名氏　名 勤続年数 事 業 所 名

氏　名 勤続年数 事 業 所 名氏　名 勤続年数 事 業 所 名

令和2年度（第54回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者
おめでとうございます

令和2年度（第54回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者
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仲村　徳美
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島袋　美智子

西里　康男

伊佐　真哲

仲村　徳美

（株）屋我商会

（株）屋我商会

（有）大城左官工業

沖縄コカ・コーラボトリング（株）

沖縄コカ・コーラボトリング（株）

拓南製鐵（株）

拓南製鐵（株）

（株）国際ビル産業

（株）沖電工

おきぎん証券（株）

（株）産経運輸

（株）総合ビル管理

（株）琉球銀行

（株）琉球新報開発

（株）リウコム

（株）琉球銀行

おきぎん証券（株）

オキコ（株）

（株）沖縄銀行

30

30

30

30

30

30

30

29

28

28

28

28

28

28

28

28

27

27

27

27

27

27

27

26

26

26

26

26

26

25

25

25

高良　博子

中山　広明

小山　勝司

大川　宏

下地　勝

眞榮城　智江

島袋　春利

比嘉　雅哲

嵩原　安治

渡久地　美紀

山城　博

島袋　正雄

喜友名　勇

新川　哲也

名嘉村　健

眞榮城　功

瑞慶山　章

仲宗根　克

末吉　順吉

酒本　茂一

久高　正也

知念　光雄

島袋　朝昭

久場　士朗

伊佐　誠

冨岡　靖司

内野　哲

仲程　聡子

安里　環佳子

吉田　清孝

安良城　忍

賀数　智治

（株）沖縄海邦銀行

一般財団法人　沖縄電気保安協会

沖縄電力（株）

沖縄マツダ販売（株）

金秀興産（株）

（株）金秀本社

リューセロ（株）

沖縄マツダ販売（株）

（株）沖縄エジソン

（株）沖縄海邦銀行

沖縄ガス（株）

大晋建設（株）

ヤシマ工業（株）

ﾛﾜｼﾞー ﾙﾎﾃﾙ＆ｽﾊ ﾀ゚ﾜｰ那覇

ﾛﾜｼﾞー ﾙﾎﾃﾙ＆ｽﾊ ﾀ゚ﾜｰ那覇

（株）ワールド設計

（株）沖創工

（株）沖縄エジソン

一般財団法人　沖縄電気保安協会

（株）金城キク建設

（株）久米電装

（株）総合ビル管理

日乃出鉄工（株）

沖縄プラント工業（株）

沖縄プラント工業（株）

（株）久米電装

大晋建設（株）

第一総業（株）

第一総業（株）

（株）沖創工

沖縄ガス（株）

丸正印刷（株）

46

46

44

40

40

39

39

38

36

35

35

35

35

35

34

34

33

33

33

山田　正美

吉永　ひとみ

久貝　広美

比嘉　祥子

與那覇　功

山城　弘行

呉屋　武彦

玉城　勝

仲松　あゆ美

新垣　治

下地　登志喜

志良堂　清秀

小波津　悦雄

森江　直美

知花　俊成

伊佐　照彦

奥間　政元

上原　直樹

迎里　なるえ

金秀アルミ工業（株）

大同火災海上保険（株）

大同火災海上保険（株）

（株）リウコム

金秀建設（株）

金秀建設（株）

金秀鋼材（株）

沖電開発（株）

沖電開発（株）

（株）沖電工

沖縄電力（株）

沖縄郵便逓送（株）

金秀アルミ工業（株）

金秀鋼材（株）

（株）国建

（株）国建

（株）国建

（株）国建

（株）東恩納組

33

33

33

33

32

32

32

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

金城　宏幸

島袋　和明

翁長　武利

上江洲　牧子

知名　朝豊

新垣　博和

上里　一美

宮内　由紀子

赤嶺　義朝

玉那覇　智

山中　淳

宮里　直樹

祖堅　秀樹

知念　智広

山内　誠

西山　桂一

呉屋　武

上江洲　朝一郎

知念　慎二

西原　和康

糸数　幸紀

松原　明美

比嘉　一郎

上原　幸作

照屋　朝章

安次嶺　尚徹

照屋　千賀子

下地　秀幸

玉城　勝

高江洲　壮

洲鎌　勝之

宮城　幹

（株）りゅうせき建設

（有）大城左官工業

沖縄県信用保証協会

（株）沖縄特電

拓南本社（株）

丸正印刷（株）

（株）沖創建設

（株）沖縄環境保全研究所

沖縄ガス（株）

（株）沖縄特電

（株）かりゆし

（株）金城キク建設

ザ・テラスホテルズ（株）

（株）南都

（株）オカノ

（株）沖縄環境保全研究所

（株）沖縄ダイケン

沖縄ツーリスト（株）

（株）かりゆし

（株）トクシュ

（株）南都

（株）東恩納組

（株）沖縄ダイケン

沖縄ツーリスト（株）

沖縄テクノクリート（株）

国際物産（株）

ザ・テラスホテルズ（株）

ザ・テラスホテルズ（株）

沖電水工事（株）

沖縄港運（株）

沖縄港運（株）

沖縄港運（株）

25

24

24

24

24

24

23

23

23

23

23

23

23

23

22

22

22

22

22

22

22

22

21

21

21

21

21

21

20

20

20

20
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氏　名 勤続年数 事 業 所 名氏　名 勤続年数 事 業 所 名

令和2年度（第54回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者
おめでとうございます。

ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY

仕事や売場で使える英語を、元CAの講師が分かりやすく伝授！
「本場のおもてなし英会話」セミナーを開催！

事業承継事例集の発行を記念として「事業承継 経営者講演会」を開催！
事業承継事例集「未来へつなぐ」を発行しました

講師を務めた一色京美 氏 熱心に話を聞く参加者

17
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17

17

16

16

16

16

16

16

16

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

田澤　万起人

桃原　茂夫

中真　良枝

川平　文江

真栄城　美也子

比嘉　安広

大瀧　英幸

比嘉　弘子

上原　秀美

安里　徳元

川崎　義史

鈴木　清美

森　仁太

奥田　秀樹

當間　守

平良　修一

金城　豪

長濱　真

渡久地　政昌

宮城　紀明

當間　渉

與儀　達矢

赤嶺　みどり

神野河　晃洋

仲里　和美

岸本　千穂

安部　則宏

田中　聖三

与那原　悟

比嘉　和美

儀間　幸雄

大濵　裕元

沖縄テクノクリート（株）

（有）環水テクノ開発

（株）クリード沖縄

（株）りゅうぎんディーシー

沖電企業（株）

沖縄荷役サービス（株）

光文堂コミュニケーションズ（株）

首里サービス（株）

ＷＢＦリゾート沖縄（株）

マルショウ産業

瑞穂酒造（株）

旭橋都市再開発（株）

（株）アドスタッフ博報堂

沖縄県漁業協同組合連合会

沖縄県漁業協同組合連合会

沖縄県電気工事業工業組合

（株）沖縄債権回収サービス

（株）沖縄債権回収サービス

（株）沖縄日本管財

（株）沖縄日本管財

沖縄ビル管理（株）

沖縄ビル管理（株）

（株）沖縄物産企業連合

（株）沖縄物産企業連合

（株）沖縄物産企業連合

（株）近代美術

（株）国際ビル産業

平良真八税理士事務所

（株）ナンポー

日乃出鉄工（株）

（株）琉球保安警備隊 那覇事務所

（株）琉球保安警備隊 那覇事務所

20

20

20

20

20

20

20

20

20

19

19

19

19

19

19

19

19

19

19

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

17

17

17

高嶺　直樹

竹崎　祥子

大城　峰子

上原　友子

平良　昌貴

新垣　操

嘉数　亜樹子

金城　啓

大城　有子

知花　勤

宮城　博史

金城　宏和

友利　ちはる

仲里　尚

國頭　正樹

知念　知明

金城　千恵子

當山　木綿子

金城　匤

神山　力

大城　晃

渡具知　智嗣

島袋　えみ子

大城　秀吉

石川　健一郎

兼箇段　由樹子

与儀　達郎

比屋定　優

與那覇　ありさ

安慶名　悟

儀間　さやか

石橋　敏和

沖縄バス（株）

沖縄ユアサ電池販売（株）

金秀興産（株）

（株）クリード沖縄

國和建設（株）

ザ・テラスホテルズ（株）

（株）都市建築設計

（株）都市建築設計

（株）みなと食品沖縄

（株）大宜見組

（株）おきぎんジェーシービー

沖電企業（株）

沖縄ユアサ電池販売（株）

久米島製糖（株）

光文堂コミュニケーションズ（株）

國和建設（株）

鈴木啓子税理士事務所

セコム琉球（株）

セコム琉球（株）

（株）沖創建設

沖縄バス（株）

（株）金秀本社

（株）鏡原組

（株）近代美術

（株）太閤建設

平良真八税理士事務所

（株）ナンポー

（株）プログレッシブエナジー

（株）りゅうぎんディーシー

（有）沖縄総合フーズ

（有）沖縄長生薬草本社

（有）沖縄長生薬草本社

　2月15日と16日の両日に「本場のおもてなし英会
話」を開催しました。英会話セミナーは主に飲食店や
小売店の従業員を対象とし、インバウンド（訪日外国
人客）に対応できるよう当会議所が毎年行っている語
学研修です。今回のセミナーは初めての試みとして、
新型コロナウィルス感染症の影響を踏まえ、会場であ
る那覇市ぶんかテンブス館での開催と、ウェブ会議
ツールを使ってオンライン形式での同時配信を行い
ました。
　15日は初級編として、英語に自信のない方向けに
基本的な挨拶や、お土産屋・レストランでよく使われる
フレーズを教えて頂きました。翌16日は中級編として、
ある程度英語に慣れている方向けに、クレーム対応や
電話対応といったシチュエーション別の複雑なフレー
ズが使われる内容となりました。
　講師の一色京美氏は、21年間国際線CAを務めた

経験から、英語が苦手な人への勉強方法や外国人から
見た日本人の特徴など、役に立つ情報を交えながら、楽
しく英語を学んでもらえるセミナーでした。参加者同志
が英語で実際に会話する時間もあり、会場は終始和や
かな雰囲気で進んでいきました。

　那覇商工会議所では、事業承継を経験した県内企業の事例紹介を中心に、承継の手
続きや支援機関の情報をまとめた事業承継事例集「未来へつなぐ」を発行しました。事
業承継の3つの類型である親族内承継、従業員承継、M＆A（第三者承継）、それぞれ該
当する10社の事例を取り上げています。
　2020年版中小企業白書によると休廃業・解散企業の約6割強は黒字であるとされて
おり、後継者不在による廃業も多いと考えられています。沖縄県では、後継者不在率は
全国ワーストであり、廃業が進むと仕入先や販売拠点喪失の他、雇用も失われることで
地域経済の活力が損なわれる原因となります。 
　本事例集を活用していただき、様々な事業承継事例の理解を深めることは、将来の経

営と承継準備の重要性について認識を深めら
れる契機となり、事業承継にお悩みの方 へ々有
益なアドバイスとなるかと思います。事例集は当会議所にて無料で配布して
おります。
　また、事例集の発行を記念としまして、2月25日に県立博物館・美術館での
会場と同時に、オンライン配信で「事業承継 経営者講演会」を開催しました。
同事例集でも掲載している南島酒販株式会社の代表取締役である大岩健太
郎氏に、ご自身の親族内承継と首里の老舗酒類販売店「ぎぼ酒店」を第三者
承継にて引き継いだ経緯を話していただきました。続いて愛知大学の打田委
千弘教授からは、沖縄県経済の現状と事業承継のテーマで県内企業の労働
生産性を向上させることの必要性と、それにはM＆Aや事業承継が重要であ
ると強く主張していました。

事業承継事例集「未来へつなぐ」

南島酒販(株) 大岩社長の講演
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氏　名 勤続年数 事 業 所 名氏　名 勤続年数 事 業 所 名

令和2年度（第54回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者
おめでとうございます。

ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY

仕事や売場で使える英語を、元CAの講師が分かりやすく伝授！
「本場のおもてなし英会話」セミナーを開催！

事業承継事例集の発行を記念として「事業承継 経営者講演会」を開催！
事業承継事例集「未来へつなぐ」を発行しました

講師を務めた一色京美 氏 熱心に話を聞く参加者
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田澤　万起人

桃原　茂夫

中真　良枝

川平　文江

真栄城　美也子

比嘉　安広

大瀧　英幸

比嘉　弘子

上原　秀美

安里　徳元

川崎　義史

鈴木　清美

森　仁太

奥田　秀樹

當間　守

平良　修一

金城　豪

長濱　真

渡久地　政昌

宮城　紀明

當間　渉

與儀　達矢

赤嶺　みどり

神野河　晃洋

仲里　和美

岸本　千穂

安部　則宏

田中　聖三

与那原　悟

比嘉　和美

儀間　幸雄

大濵　裕元

沖縄テクノクリート（株）

（有）環水テクノ開発

（株）クリード沖縄

（株）りゅうぎんディーシー

沖電企業（株）

沖縄荷役サービス（株）

光文堂コミュニケーションズ（株）

首里サービス（株）

ＷＢＦリゾート沖縄（株）

マルショウ産業

瑞穂酒造（株）

旭橋都市再開発（株）

（株）アドスタッフ博報堂

沖縄県漁業協同組合連合会

沖縄県漁業協同組合連合会

沖縄県電気工事業工業組合

（株）沖縄債権回収サービス

（株）沖縄債権回収サービス

（株）沖縄日本管財

（株）沖縄日本管財

沖縄ビル管理（株）

沖縄ビル管理（株）

（株）沖縄物産企業連合

（株）沖縄物産企業連合

（株）沖縄物産企業連合

（株）近代美術

（株）国際ビル産業

平良真八税理士事務所

（株）ナンポー

日乃出鉄工（株）

（株）琉球保安警備隊 那覇事務所

（株）琉球保安警備隊 那覇事務所
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話」を開催しました。英会話セミナーは主に飲食店や
小売店の従業員を対象とし、インバウンド（訪日外国
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続きや支援機関の情報をまとめた事業承継事例集「未来へつなぐ」を発行しました。事
業承継の3つの類型である親族内承継、従業員承継、M＆A（第三者承継）、それぞれ該
当する10社の事例を取り上げています。
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事業承継事例集「未来へつなぐ」

南島酒販(株) 大岩社長の講演
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那覇商工会議所のサービスを利用するとこのような効果が期待できます。
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那覇商工会議所を ご活用ください！

ビジネス
チャンスの
拡大！

充実した
セミナー・
イベントで
最新トレンドを
掴む！

充実の
経営支援
メニュー！

多方面の
経営リスクに
備える！

自社PRも
お任せ下さい！

POINT1
商談会、展示会等への参
加や、青年部・女性会への
加入で販路や人脈が広が
ります。

POINT3
約4,200会員の経営層に
届く会報誌の無料広告掲
載をはじめ、自社商品の販
促・情報発信ができます。

POINT4
会議所のスケールメリッ
トを生かした共済制度や
保険制度で、人と会社の
万が一に備えます。

POINT5
融資や補助金等の活用相
談、様々な専門家への個別
相談など充実したメニュー
で支援します。

POINT2
経営に役立つセミナー・
イベントを多数開催。無
料または会員優待でご
案内しています。

販路を拡大したい
事業計画の作成をしたい
異業種と交流したい

自社商品を広くPRしたい
自社のブランド力向上に努めたい
安価に効率よくPRしたい

運転資金や設備資金の相談がしたい
補助金、助成金の活用について
相談したい

万が一の事故や経営リスクに備えたい
福利厚生を充実させたい
手頃な掛金で手厚い保障を受けたい

事業継承・IT導入について相談したい
新規事業を立ち上げたい
記帳指導を利用したい

最新のトレンド情報を収集したい
お得に研修を受講したい
ビジネススキルを学びたい

売上UP 広告・PR 資金調達

共済・保険 経営支援 研修・セミナー

那覇商工会議所（那覇市久米2-2-10） 098-868-3758（代）

法人▶
個人▶

15,000円～
9,000円～

お問い合わせ

会  員
（年会費）

入会について

HP
公的融資制度の利用相談
事業計画の作成支援
専門家（税理士、社労士、
中小企業診断士等）への相談

那覇商工会議所の経営支援
メニュー

那覇商工会議所の経営指導員や
専門家の指導を受け、計画書が
作成できる！

ＳＮＳ活用セミナーや生産性向上セミナー、
年末調整講習会等多種多様な研修から選べる
経営者向け、従業員向けなどあなたに合う
セミナーが見つかる
経験・実績豊富な講師陣による充実した
内容でお届けします

那覇商工会議所の従業員研修・
講習会の特徴

事例B社

経営・ビジネスに関わるリスク補償に特化

日常に潜む「もしも」に備えた充実のラインナップ
商工会議所のスケールメリットを活かした
会員限定の保険制度

ビジネス総合保険の特徴

商工会議所のビジネス総合保険で
各種経営リスクにかかわる補償を
一本化！同程度の保険よりも
最大約35％OFFに！

※日本商工会議所が包括加入者となって損害保険会社と契約していることから、
　商工会議所会員のみご加入いただけます。
※割引率は引受保険会社によって異なります。

（各種賠償責任：PL賠償、リコール、情報漏洩、
サイバーリスク、施設賠償、業務遂行賠償等）

会員のメリット那覇商工会議所のサービス

会員になるとメリットたくさん！
お知り合いの事業者様をご紹介下さい。

イイコトたくさんどんな時に活用できるの？

事例A社
補助金を活用して販路拡大や
商品開発をしたい！

自社の商品を周知するための
ＳＮＳ活用法について学びたい！

現在は別の事業活動保険に加入しており、
年間約32万円を負担しています！

那覇商工会議所は
これからも会員さまに
お喜び頂けるサービスを
提供し続けます。

事例B社 事例C社

ホームページ

那覇市内・市外の商工業者なら
規模・業種を問わずどなたでも入会できます。

那覇商工会議所の充実した
セミナーが受講し放題！

SNS活用塾セミナー
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〈次頁へ続く〉

事業主の皆様へのお願い事業主の皆様へのお願い

◆雇用調整助成金

TEL▶098-868-1606

◆新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金

TEL▶098-941-2044
沖縄助成金センター グッジョブ相談ステーション

助成金・支援金に関する問い合わせ窓口

県・沖縄労働局からの要請に応じる石嶺会頭

那覇商工会議所からのお知らせ

　沖縄県と沖縄労働同局から雇用調整助成金な
どを活用し雇用を維持するよう、沖縄県商工会
議所連合会をはじめとする経済団体に要請があ
りました。
　要請では、非正規労働者などの失業防止対策
や在籍出向の利用、既卒３年以内を含めた新規
学卒者の積極的な採用が求められました。

1

2

3

　沖縄労働局より、新型コロナウイルス感染症に係る派遣労働者の雇用維持等についての要請が
ありました。
　事業主の皆様におきましては、派遣労働者の雇用維持のため、以下の事項について積極的なご
対応をお願いいたします。

安易な契約解除を控えて頂くとともに、来年度の派遣契約交渉に当たっては、派遣労働者の能力を最大
限活用するという観点に立って、可能な限り契約の更新を図るようお願いします。

やむを得ず契約の解除や不更新を行う場合においても、関連会社における就業も含め派遣先企業と協
力しながら、派遣労働者の新たな就業機会の確保を図るようお願いします。

派遣労働者の求職活動への支障が生じないよう、社員寮等へ入居している労働者については、離職し
た場合も一定期間の入居について、できる限りの配慮を行うようお願いします。

国・県の支援策を最大限に活用頂き、労働者の雇用の維持が引き続き図れるよ
うご協力をお願いします。

新卒者については、中長期的な視点に立って採用を進めて頂くようお願いします。

有期契約労働者、パートタイム労働者等の雇用の安定を図るため、解雇、雇止め
はお控え頂くようお願いします。

1

3

2

　令和3年2月10日(水)に那覇商工会議所の2階ホールにて、コロナ感染防止対策を徹底して、2月
定例会が開催されました！
　緊急事態宣言期間延長に伴い、挨拶や報告などでは、マスク着用を徹底し、飛沫感染防止対策
をいたしました。
　Zoomとのハイブリッド開催となりましたが、大きなトラブルもなくスムーズな運営が出来ました。
　事業の部では、コロナ禍を踏まえた新たな働き方改革や、WEBを活用した販路拡大の事例など
を学び、会員企業の発展と地域産業の支えとなることを事を目的に、「コロナ禍におけるIT活用セミ

ナー」を開催いたしました。
　講師として「一般財団法人沖縄ITイノベー
ション戦略センター」仲宗根夕子様、安田直様
のお二方と当会会員の濱田洋一君にご登壇い
ただき、IT活用の強みを学ぶ事ができました。
　また、事業終了後には多くの会員が講師に詰
め寄る姿をみて、今回のセミナーで、会員の皆様
が求めている情報であったと感じました！

講師の安田直様 説明する濱田洋一君 講師の仲宗根夕子様

定例会開会
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1

3

2
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定例会開会
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日本商工会議所青年部第294回役員会

　企業PRでは、お米販売店「穂の香」高良大地君より、【高度クリーン栽培米ゆめぴりか】従来より農薬使用率を
70%以下にした、農家の方々の丹精込めた美味しいお米のPRがありました！
　是非、ご家庭や飲食店の皆様、美味しいお米をお探しでしたら、よろしくお願いいたします！
　最後に企画から当日の運営までを委員会一丸となって成し遂げた、高良 大地 委員長をはじめとする地域産業
委員会のみなさん、お疲れ様でした。

　沖縄県那覇市港町にあるモーリアクラシックにて2月12日(金)
に日本商工会議所青年部第294回役員会が開催されました！
　Zoomと会場でのハイブリッド役員会となりました。
　役員会開催地単会会長挨拶では、那覇YEG 大城 康史 会長
より全国の役員の皆様に向けて挨拶が申し上げられました！
　役員会では、役員の方々 の熱い議論が繰り広げられました。
　全国大会の開催に関しての議案では、「しあわせ福井さばえ
大会」の大会会長の 西村 昭宏 会長より涙ながらの全国大会オ
ンライン開催の報告がありました。
　やりきれない気持ちで、胸が熱くなる場面でした。

〈前頁からの続き〉

　那覇YEGとして、日本YEGの役員会を誘致で
きたことは非常に稀な事であり、今回運営のサ
ポートという形で同じ空気を共有できたことは、
今後のYEG活動に何かしらの影響を与えるもの
となったと感じております。那覇YEG令和2年度
もクライマックスに入ってまいりましたが、40周
年、県連会員大会、卒業式など、まだまだ事業も
ございますので、引き続き最後までご協力の程、
宜しくお願いいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

…………………………………………………………………………

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇YEGに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

代表社員　譜久村 慎也

【営業時間】9:00～18:00
【定休日】水・日・祝日（祝日のある週は水曜営業）

店舗情報

沖縄県浦添市内間３-６-１

合同会社 
沖縄 Delicious Company

TEL・FAX：098-987-6952

合同会社 沖縄 Delicious Company

昨年の２月に設立した食材総合卸業の会社になります。メインは畜肉関係で沖縄
のブランド和牛や県産鶏や豚、海外からの輸入食材の販売や飲食店への提案営業
などを行っています。今後は県外に沖縄の食材の販売や海外輸出なども視野に入
れてます。

先輩でもある平良亮さんに那覇に面白い団体があるとのことで興味を持ち入会し
ました。

最初は前職の会社での入会でしたが、色々な仲間と出会い、また２年目では理事も
やらせてもらい色々刺激をもらったので入会して良かったと思いました。会社を立
ち上げて再入会したのも仲間が沢山いてお互い切磋琢磨できる環境だからと思い
ます。

飲食店様以外でも個人宅配や１年のシーズンでＢＢＱやお中元、お歳暮などでも提
案できる商品も開発予定してます。「お肉が食べたい」と思ったらご気軽にお問合
せ宜しくお願いします。

「見逃し三振よりも空振り三振」やらずに後悔するよりやって後悔
「初心忘れるべからず」

会員 来間 憲一

【営業時間】9:00～ 18:00
【定休日】日・祝日

店舗情報

〒900-0014 
沖縄県那覇市松尾1-19-1　
合仁社沖縄県庁前アネクス302
TEL：098-866-3829

宮古テレビ株式会社

宮古島をエリアとしたケーブルテレビ局です。宮古島の総世帯数22,247世帯中
10,497世帯にご加入頂いています。主な放送内容は読売テレビの番組や宮古の情
報に特化した自主制作番組、宮古の世帯をターゲットにしたCMなど。
また、県外わしたショップ5店舗（銀座店など）にサイネージ「GoやーTV」を設置して
県外の沖縄ファンへ向けた広告業務なども行っております。

上司より入会してみてはと勧められ入会致しました。

まだ分からない事も多く、おっかなびっくりしながら周囲の会員の皆様から様々な事
を習いながら活動に参加させて頂いております。
新しい出会いや考えに出会えるチャンスになっておりますので、今後も積極的に参加
していきたいと思います。

宮古島への広告には宮古テレビ、県外への広告にはGoやーTV。
安価なプランにてご案内出来ます。是非ご相談下さい。また、宮古出身の方は私が制
作している番組「たんでぃがーたんでぃ」という15分番組で取材致しますのでお申し
出ください。インタビュー形式の人物紹介番組で企業のPRにも繋がります。

「たんでぃがーたんでぃ」=「ありがとうございます」の精神です。

那覇YEGに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

最初に貴社の紹介をお願いします。

説明する高良大地君 地域産業委員会のみなさん

挨拶する那覇YEG 大城 康史 会長

運営のサポートスタッフ
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演
を
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
長
に
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切

る
た
め
に
〜
企
業
と
し
て
の
取
り
組

み
〜
」と
題
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
一
変
し
た
沖
縄

の
観
光
業
界
ひ
い
て
は
経
済
状
況
に

つ
い
て
、そ
の
現
況
と
今
後
の
動
向
を

自
社
の
取
り
組
み
内
容
を
交
え
な
が

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。沖
縄
経
済

界
に
精
通
す
る
渕
辺
会
長
の
最
前
線

か
ら
の
講
話
と
な
る
た
め
、た
く
さ
ん

の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、会
場

の
都
合
上
県
内
各
女
性
会
の
参
加
者

へ
人
数
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。参
加

が
叶
わ
な
い
場
合
は
ご
容
赦
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
新
南
陽
女
性
会（
山
口
県
）

　
同
女
性
会
は
、昨
年
十
二
月
か
ら
本

年
一
月
、「
新
南
陽
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。

ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
の
植
え
込
み
に
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）電
球
計
約

九
千
球
を
飾
り
、「
が
ん
ば
ろ
う
新
南

陽
！
」な
ど
の
看
板
を
掲
げ
、コ
ロ
ナ

禍
で
打
撃
を
受
け
て
い
る
会
員
事
業

者
や
過
酷
な
労
働
環
境
に
あ
る
医
療

従
事
者
、不
安
な
日
々
を
送
る
市
民
を

元
気
づ
け
た
。

○
塩
尻
女
性
会（
長
野
県
）

　
同
女
性
会
は
、昨
年
九
月
か
ら
本
年

三
月
末
ま
で「
女
性
会
の
皆
さ
ん
で
助

け
合
い
乗
り
越
え
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
！
」を
実
施
中
。女
性
会
員

の
旅
行
会
社（
二
社
）を
利
用
し
て
宿

泊
旅
行
を
し
た
場
合
五
〇
〇
〇
円
、飲

食
店（
九
社
）を
利
用
し
て
二
〇
〇
〇

円
以
上
の
飲
食
を
し
た
場
合
一
〇
〇

〇
円
を
女
性
会
か
ら
利
用
者
へ
補
助

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、女
性
会
員

同
士
で
少
し
で
も
支
え
合
お
う
と
企

画
し
た
。

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
に

よ
る
令
和
二
年
度
沖
縄
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
主

催
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

●
役
員
会

　
十
四
時
三
十
分
〜
十
五
時
四
十
分

●
記
念
講
演

　
十
五
時
五
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

概
要

一
、開
催
日

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日（
金
）

二
、会
　
場

沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
及
び
オ
ン
ラ

イ
ン
を
介
し
た
各
地
女
性
会
へ
の
動
画
配
信

三
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
正
副
会
長
会
議

　
十
二
時
〇
〇
分
〜
十
三
時
二
十
分

●
受
付

　
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
三
十
分

各
地
女
性
会
の
取
り
組
み
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令
和
三
年
三
月
二
十
六
日（
金
）十

四
時
半
か
ら
開
催
予
定
の
九
州
役
員

会
に
関
し
て
、当
初
六
月
に
開
催
予
定

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
九

州
大
会
の
表
彰
部
分
を
継
承
し
た
例

年
と
は
異
な
る
形
で
開
催
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
昨
今
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況

を
勘
案
し
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式（
現

地
参
加
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
）で
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
九
州
地
区
六
十
七
の
各
地
商
工
会

議
所
女
性
会
正
副
会
長
の
う
ち
、約
五

十
名
の
来
県
参
加
を
予
定
し
て
い
る

他
、四
十
の
女
性
会
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
配
信
で
は
、四
十
の
女
性
会
の
視

聴
参
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
記
念
講
演
の
講
師
に
は
引
き
続
き

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル（
株
）代
表
取
締
役

社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
早
瀬
京
鋳（
は
や
せ

け
い
じ
ゅ
）氏
を
お
招
き
す
る
予
定
で

あ
り
、講
演
会
に
関
し
て
は
、各
地
女

性
会
の
一
般
会
員
の
参
加
も
可
能
と

な
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
物
産
展
に

関
し
て
は
、残
念
な
が
ら
開
催
を
見
送

る
形
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
も
感
染
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
活
動
出
来
る
こ
と
を
示
し
、少
し
で

も
経
済
の
循
環
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

第一〇
九
回
九
州
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
役
員
会

（
沖
縄
開
催
）の
開
催
決
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、な
か
な
か
実
施
が
で
き

な
い
状
況
で
し
た
若
手
後
継
者
等
育

成
事
業
で
す
が
、令
和
三
年
三
月
二
十

三
日（
火
）十
一
時
三
十
分
か
ら
、百
名

伽
藍（
ひ
ゃ
く
な
が
ら
ん
）に
て
、講
演

会
を
開
催
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。県
内
各
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら

も
会
長
の
お
話
し
が
聞
き
た
い
と
い

う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
回
は

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

の
渕
辺
美
紀
会
長
が
講
師
と
し
て
講

演
を
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
長
に
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切

る
た
め
に
〜
企
業
と
し
て
の
取
り
組

み
〜
」と
題
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
一
変
し
た
沖
縄

の
観
光
業
界
ひ
い
て
は
経
済
状
況
に

つ
い
て
、そ
の
現
況
と
今
後
の
動
向
を

自
社
の
取
り
組
み
内
容
を
交
え
な
が

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。沖
縄
経
済

界
に
精
通
す
る
渕
辺
会
長
の
最
前
線

か
ら
の
講
話
と
な
る
た
め
、た
く
さ
ん

の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、会
場

の
都
合
上
県
内
各
女
性
会
の
参
加
者

へ
人
数
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。参
加

が
叶
わ
な
い
場
合
は
ご
容
赦
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
新
南
陽
女
性
会（
山
口
県
）

　
同
女
性
会
は
、昨
年
十
二
月
か
ら
本

年
一
月
、「
新
南
陽
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。

ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
の
植
え
込
み
に
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）電
球
計
約

九
千
球
を
飾
り
、「
が
ん
ば
ろ
う
新
南

陽
！
」な
ど
の
看
板
を
掲
げ
、コ
ロ
ナ

禍
で
打
撃
を
受
け
て
い
る
会
員
事
業

者
や
過
酷
な
労
働
環
境
に
あ
る
医
療

従
事
者
、不
安
な
日
々
を
送
る
市
民
を

元
気
づ
け
た
。

○
塩
尻
女
性
会（
長
野
県
）

　
同
女
性
会
は
、昨
年
九
月
か
ら
本
年

三
月
末
ま
で「
女
性
会
の
皆
さ
ん
で
助

け
合
い
乗
り
越
え
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
！
」を
実
施
中
。女
性
会
員

の
旅
行
会
社（
二
社
）を
利
用
し
て
宿

泊
旅
行
を
し
た
場
合
五
〇
〇
〇
円
、飲

食
店（
九
社
）を
利
用
し
て
二
〇
〇
〇

円
以
上
の
飲
食
を
し
た
場
合
一
〇
〇

〇
円
を
女
性
会
か
ら
利
用
者
へ
補
助

し
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、女
性
会
員

同
士
で
少
し
で
も
支
え
合
お
う
と
企

画
し
た
。

若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
に

よ
る
令
和
二
年
度
沖
縄
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
主

催
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

●
役
員
会

　
十
四
時
三
十
分
〜
十
五
時
四
十
分

●
記
念
講
演

　
十
五
時
五
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

概
要

一
、開
催
日

令
和
三
年
三
月
二
十
六
日（
金
）

二
、会
　
場

沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
及
び
オ
ン
ラ

イ
ン
を
介
し
た
各
地
女
性
会
へ
の
動
画
配
信

三
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
正
副
会
長
会
議

　
十
二
時
〇
〇
分
〜
十
三
時
二
十
分

●
受
付

　
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時
三
十
分

各
地
女
性
会
の
取
り
組
み
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株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。企
業調査部（金融サービス担当）、経営コンサルティング部
（金融機関担当）大蔵省財政金融研究所（1998～2000
年）出向などを経て現職。専門は金融・資本市場、金融機
関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主な著
書・論文に『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年後に価値
のある金融ビジネスとは何か？～』2018年４月、共著（主
著）、『ＪＡＬ再生　高収益企業への転換』日本経済新聞
出版、2013年１月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ（国際監査・保
証基準審議会　諮問・助言グループ）委員（2005～
2014年）。日本証券経済研究所「証券業界とフィンテッ
クに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

潮流を読む‶

誰
も
取
り
残
さ
な
い
経
済
政
策"

の
重
要
性

　
２
０
２
１
年
の
経
済
成
長
率
の
予
想
が
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
か
ら
公
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
進
展
に
よ
り
、大
幅
な
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
が
実
現
す
る

可
能
性
は
以
前
に
比
べ
て
低
下
し
た
が
、社
会

活
動
の
正
常
化
の
程
度
が
依
然
不
透
明
で
あ

る
た
め
、メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
の
成
長
率
か
ら
の

上
振
れ
、下
振
れ
の
予
想
を
、例
年
よ
り
も
明

確
に
盛
り
込
ん
で
い
る
機
関
が
多
い
。

　
大
和
総
研
で
は
20
年
12
月
に
日
本
の
経
済

成
長
予
測[

注
１]

を
公
表
し
た
。21
年
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
前
年
比
＋
２.３
％
と
見
込
ん

で
い
る
。そ
の
理
由
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン
は
21

年
中
に
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、感

染
拡
大
の
長
期
化
を
想
定
し
て
お
り
、世
界
各

国
で
感
染
症
対
策
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

と
し
、前
年
の
大
幅
な
落
ち
込
み（
同
▲
５.３
％

の
見
込
み
）を
埋
め
合
わ
せ
る
ほ
ど
の
力
強
さ

は
な
い
と
し
て
い
る
。こ
れ
が
21
年
の
メ
イ
ン

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
が
、他
の
機
関
と
同
様
に
、

経
済
成
長
予
測
の
振
れ
幅
は
大
き
い
。上
振
れ

の
予
想
で
は
、仮
に
21
年
後
半
か
ら
22
年
に
か

け
て
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
社
会
活

動
が
急
速
に
回
復
し
、短
期
的
に
は
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
後
に
急
速
に
積
み
上
が
っ
た
貯
蓄

（
過
剰
貯
蓄[

注
２]

）が
消
費
に
回
る
こ
と
に

よ
る
個
人
消
費
の
回
復
を
主
因
と
し
て
、21
〜

22
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
＋
３

〜
４
％
程
度
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。下
振
れ
の
予
想
で
は
、仮
に
21
年
の

前
半
と
後
半
に
２
回
、日
米
欧
で
感
染
爆
発
が

起
き
る
と
、21
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前

年
比
▲
０.４
％
ま
で
悪
化
し
、２
年
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
成
長
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

　
経
済
成
長
率
の
振
れ
幅
が
大
き
い
予
想
と

な
っ
て
い
る
た
め
政
策
運
営
は
難
し
い
が
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
に
も
通
じ
る“

誰
も
取
り
残
さ

な
い
成
長
を
目
指
す„

こ
と
を
経
済
政
策
の
考

え
方
の
軸
と
す
る
こ
と
が
、よ
り
重
要
と
な
っ

て
こ
よ
う
。つ
ま
り
、全
て
の
家
計
、企
業
が
下

振
れ
の
場
合
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
張
り
直
し
、上
振
れ
の
場
合
の
プ
ラ

ス
成
長
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
過
剰
に
傷
ん
で
し

ま
っ
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
た
め
に
成
長
の

恩
恵
を
享
受
で
き
な
い
家
計
・
企
業
へ
の
支
援

策
の
実
現
に
向
け
て
、知
恵
と
工
夫
を
絞
り
出

し
な
が
ら
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
現
状
で
は
、マ
イ
ナ
ス
成
長
の
負
担
の
軽
減

が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、感
染
拡
大
防

止
と
社
会
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
政
府
の

適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
の
必
要
が
あ
ろ
う
。感

染
爆
発
を
回
避
し
、国
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
需
要
喚
起
策
な
ど
に
よ
り
社
会
経
済
活

動
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
が
当
面
の
課
題

と
な
ろ
う
。

　
上
振
れ
の
場
合
に
は
、上
振
れ
の
芽
が
出
て

き
た
段
階
か
ら
、社
会
経
済
活
動
の
回
復
に
よ

る
プ
ラ
ス
の
経
済
成
長
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
政
策
を
迅
速
に
打
ち
出
す
必

要
が
あ
ろ
う
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
急
速
に
所

得
と
業
績
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
過
剰

債
務
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
家
計
と
企

業
へ
の
支
援
、コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
と
働
き
が
い

を
失
っ
た
人
々
へ
の
き
め
細
か
い
支
援
策
な

ど
が
必
要
と
な
ろ
う
。特
に
、事
業
構
造
の
変

革
が
可
能
な
資
金
面
で
余
裕
の
あ
る
大
手
企

業
よ
り
も
、将
来
性
は
あ
る
が
資
金
面
で
余
裕

が
な
く
、過
剰
債
務
に
陥
っ
て
い
る
企
業
へ
の

支
援
が
必
要
で
あ
ろ
う
。コ
ロ
ナ
禍
で
構
造
改

革
を
実
施
し
た
中
小
企
業
の
多
く
は
特
別
損

失
を
出
し
、自
己
資
本
を
毀
損（
き
そ
ん
）し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　
プ
ラ
ス
成
長
に
な
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

な
緊
急
事
態
で
潜
在
的
に
抱
え
て
い
た
構
造

的
な
課
題
が
表
面
化
し
た
医
療
体
制
、働
き
方

改
革
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
在
り
方
な
ど

“

誰
も
取
り
残
さ
な
い
経
済
政
策”

へ
の
関
心

が
、急
速
に
薄
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。財

政
の
健
全
化
な
ど
の
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
運

営
の
維
持
が
大
前
提
で
は
あ
る
も
の
の
、緊
急

事
態
に
備
え
た
適
切
な
水
準
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
維
持
と
と
も
に
、医
療
体

制
、行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
構
造
改

革
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

将
来
の
持
続
可
能
な
社
会
構
築
に
向
け
て
、コ

ロ
ナ
禍
で
得
た
教
訓
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
月
21
日
執
筆
）

﹇
注
１
﹈
２
０
２
０
年
12
月
17
日
付
の
神
田

慶
司
・
山
口
茜「
２
０
２
１
年
の
日
本
経
済
見

通
し
」（
大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
）

 

﹇
注
２
﹈
過
去
の
貯
蓄
の
ト
レ
ン
ド
か
ら
上
振

れ
し
た「
過
剰
貯
蓄
」は
、20
年
１
ー
３
月
期
か

ら
21
年
４
ー
６
月
期
ま
で
で
30
兆
円
を
超
え

る
見
込
み
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株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。企
業調査部（金融サービス担当）、経営コンサルティング部
（金融機関担当）大蔵省財政金融研究所（1998～2000
年）出向などを経て現職。専門は金融・資本市場、金融機
関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主な著
書・論文に『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年後に価値
のある金融ビジネスとは何か？～』2018年４月、共著（主
著）、『ＪＡＬ再生　高収益企業への転換』日本経済新聞
出版、2013年１月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ（国際監査・保
証基準審議会　諮問・助言グループ）委員（2005～
2014年）。日本証券経済研究所「証券業界とフィンテッ
クに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

潮流を読む‶
誰
も
取
り
残
さ
な
い
経
済
政
策"

の
重
要
性

　
２
０
２
１
年
の
経
済
成
長
率
の
予
想
が
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
か
ら
公
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
進
展
に
よ
り
、大
幅
な
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
が
実
現
す
る

可
能
性
は
以
前
に
比
べ
て
低
下
し
た
が
、社
会

活
動
の
正
常
化
の
程
度
が
依
然
不
透
明
で
あ

る
た
め
、メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
の
成
長
率
か
ら
の

上
振
れ
、下
振
れ
の
予
想
を
、例
年
よ
り
も
明

確
に
盛
り
込
ん
で
い
る
機
関
が
多
い
。

　
大
和
総
研
で
は
20
年
12
月
に
日
本
の
経
済

成
長
予
測[

注
１]

を
公
表
し
た
。21
年
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
前
年
比
＋
２.３
％
と
見
込
ん

で
い
る
。そ
の
理
由
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン
は
21

年
中
に
普
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、感

染
拡
大
の
長
期
化
を
想
定
し
て
お
り
、世
界
各

国
で
感
染
症
対
策
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

と
し
、前
年
の
大
幅
な
落
ち
込
み（
同
▲
５.３
％

の
見
込
み
）を
埋
め
合
わ
せ
る
ほ
ど
の
力
強
さ

は
な
い
と
し
て
い
る
。こ
れ
が
21
年
の
メ
イ
ン

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
が
、他
の
機
関
と
同
様
に
、

経
済
成
長
予
測
の
振
れ
幅
は
大
き
い
。上
振
れ

の
予
想
で
は
、仮
に
21
年
後
半
か
ら
22
年
に
か

け
て
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
社
会
活

動
が
急
速
に
回
復
し
、短
期
的
に
は
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
後
に
急
速
に
積
み
上
が
っ
た
貯
蓄

（
過
剰
貯
蓄[

注
２]

）が
消
費
に
回
る
こ
と
に

よ
る
個
人
消
費
の
回
復
を
主
因
と
し
て
、21
〜

22
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
＋
３

〜
４
％
程
度
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。下
振
れ
の
予
想
で
は
、仮
に
21
年
の

前
半
と
後
半
に
２
回
、日
米
欧
で
感
染
爆
発
が

起
き
る
と
、21
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前

年
比
▲
０.４
％
ま
で
悪
化
し
、２
年
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
成
長
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

　
経
済
成
長
率
の
振
れ
幅
が
大
き
い
予
想
と

な
っ
て
い
る
た
め
政
策
運
営
は
難
し
い
が
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
に
も
通
じ
る“

誰
も
取
り
残
さ

な
い
成
長
を
目
指
す„

こ
と
を
経
済
政
策
の
考

え
方
の
軸
と
す
る
こ
と
が
、よ
り
重
要
と
な
っ

て
こ
よ
う
。つ
ま
り
、全
て
の
家
計
、企
業
が
下

振
れ
の
場
合
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
を
張
り
直
し
、上
振
れ
の
場
合
の
プ
ラ

ス
成
長
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
過
剰
に
傷
ん
で
し

ま
っ
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
た
め
に
成
長
の

恩
恵
を
享
受
で
き
な
い
家
計
・
企
業
へ
の
支
援

策
の
実
現
に
向
け
て
、知
恵
と
工
夫
を
絞
り
出

し
な
が
ら
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
現
状
で
は
、マ
イ
ナ
ス
成
長
の
負
担
の
軽
減

が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、感
染
拡
大
防

止
と
社
会
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
政
府
の

適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
の
必
要
が
あ
ろ
う
。感

染
爆
発
を
回
避
し
、国
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
需
要
喚
起
策
な
ど
に
よ
り
社
会
経
済
活

動
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
が
当
面
の
課
題

と
な
ろ
う
。

　
上
振
れ
の
場
合
に
は
、上
振
れ
の
芽
が
出
て

き
た
段
階
か
ら
、社
会
経
済
活
動
の
回
復
に
よ

る
プ
ラ
ス
の
経
済
成
長
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
政
策
を
迅
速
に
打
ち
出
す
必

要
が
あ
ろ
う
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
急
速
に
所

得
と
業
績
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
過
剰

債
務
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
家
計
と
企

業
へ
の
支
援
、コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
と
働
き
が
い

を
失
っ
た
人
々
へ
の
き
め
細
か
い
支
援
策
な

ど
が
必
要
と
な
ろ
う
。特
に
、事
業
構
造
の
変

革
が
可
能
な
資
金
面
で
余
裕
の
あ
る
大
手
企

業
よ
り
も
、将
来
性
は
あ
る
が
資
金
面
で
余
裕

が
な
く
、過
剰
債
務
に
陥
っ
て
い
る
企
業
へ
の

支
援
が
必
要
で
あ
ろ
う
。コ
ロ
ナ
禍
で
構
造
改

革
を
実
施
し
た
中
小
企
業
の
多
く
は
特
別
損

失
を
出
し
、自
己
資
本
を
毀
損（
き
そ
ん
）し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　
プ
ラ
ス
成
長
に
な
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

な
緊
急
事
態
で
潜
在
的
に
抱
え
て
い
た
構
造

的
な
課
題
が
表
面
化
し
た
医
療
体
制
、働
き
方

改
革
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
在
り
方
な
ど

“

誰
も
取
り
残
さ
な
い
経
済
政
策”

へ
の
関
心

が
、急
速
に
薄
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。財

政
の
健
全
化
な
ど
の
適
切
な
マ
ク
ロ
経
済
運

営
の
維
持
が
大
前
提
で
は
あ
る
も
の
の
、緊
急

事
態
に
備
え
た
適
切
な
水
準
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
維
持
と
と
も
に
、医
療
体

制
、行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
構
造
改

革
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

将
来
の
持
続
可
能
な
社
会
構
築
に
向
け
て
、コ

ロ
ナ
禍
で
得
た
教
訓
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
月
21
日
執
筆
）

﹇
注
１
﹈
２
０
２
０
年
12
月
17
日
付
の
神
田

慶
司
・
山
口
茜「
２
０
２
１
年
の
日
本
経
済
見

通
し
」（
大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
）

 

﹇
注
２
﹈
過
去
の
貯
蓄
の
ト
レ
ン
ド
か
ら
上
振

れ
し
た「
過
剰
貯
蓄
」は
、20
年
１
ー
３
月
期
か

ら
21
年
４
ー
６
月
期
ま
で
で
30
兆
円
を
超
え

る
見
込
み
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“

“

“

“

軍
団
ご
と
の
評
価
を
下
せ
！

ケ
ミ
カ
ル
部
隊
の
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
が
、や
り
と
り

の
様
子
を
悲
し
そ
う
な
顔
で
見
て
い
る
。

戦
闘
員
A
　「こ
ん
な
風
に
セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
見
て
い
く
と
、

組
織
と
し
て
の
課
題
が
分
か
っ
て
き
ま
す
ね
。」

統
　
　領
　「
う
む
。利
益
が
出
る
セ
ク
シ
ョ
ン
は
残
し
、

足
を
引
っ
張
る
セ
ク
シ
ョ
ン
は
縮
小
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
。部
門
の
再
編
成
も
必
要
じ
ゃ
ろ
う
。」

戦
闘
員
B
　「今
後
は
ド
ラ
ゴ
ン
に
特
化
し
て
製
造
す
る

の
が
良
さ
そ
う
っ
す
ね
。」

戦
闘
員
C
　「
軍
団
編
成
を
変
更
す
る
と
き
に
、
あ
い
つ

ら
は
ド
ラ
ゴ
ン
の
エ
サ
に
で
も
す
る
か
。」

イ
カ
＆
タ
コ
　「
お
た
す
け
〜
！
」

ス
ケ
ル
ト
ン
＆
ス
ラ
イ
ム
　「
ひ
ぃ
ー
！
」

【
数
日
後
】

戦
闘
員
A
　「
統
領
、
魔
王
さ
ま
よ
り
伝
令
で
す
。お
読
み

く
だ
さ
い
。」

統
　
　領
　「
な
ん
じ
ゃ
？
こ
れ
か
ら
ワ
シ
ら
も
決
算
報

告
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に・・・
。な
に
な
に・・・『
勇

者
の
勢
力
が
増
し
て
い
る
た
め
、
優
秀
な
ド
ラ
ゴ
ン
軍
団

は
魔
王
軍
直
属
部
隊
と
す
る
。』」

戦
闘
員
B
　「
え
っ
？
」

統
　
　領
　『
Z
A
I
M
の
諸
君
は
獣
系
や
ケ
ミ
カ
ル
の

部
隊
を
主
力
に
頑
張
る
よ
う
に
。b
y
魔
王
』。

戦
闘
員
C
　「
お
い
お
い
・
・
・
。」

統
　
　領
　「(

ガ
ー
ン
）不
採
算
部
門
だ
け
や
ら
さ
れ
る

の
か
、ワ
シ
ら
は
・
・
・
！
」

戦
闘
員
A
　「
ど
う
や
ら
、
魔
王
さ
ま
も
Z
A
I
M
の
セ

グ
メ
ン
ト
別
の
状
況
を
既
に
ご
存
知
の
よ
う
で
す
ね
。」

こ
れ
吉
報
と
ホ
ッ
と
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。

ス
ケ
ル
ト
ン
　「
助
か
っ
た
で
や
ん
す
。」

ス
ラ
イ
ム
　「
引
き
続
き
僕
た
ち
が
主
役
だ
ね
っ
！
」

【
次
回
予
告
】

常
敗
軍
団
と
し
て
の
組
織
が
し
ば
ら
く
続
く
こ
と

が
確
定
し
た
Z
A
I
M
。新
た
な
視
点
「
規
模
の
経

済
性
」
に
一
縷
の
望
み
を
見
出
す
統
領
で
あ
っ
た
。

次
回
「
量
産
型
は
強
み
と
な
る
か
？
」
お
楽
し

み
に
！

原
作
：
髙
見
啓
一（
鈴
鹿
大
学
講
師
）
　イ
ラ
ス
ト
：
高
木

第

　話

全    

話
20

【
あ
ら
す
じ
】

ヒ
ー
ロ
ー
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
悪
の
秘
密
結
社「
Z
A
I
M
」の
統
領
と
戦
闘
員
た
ち
。

左
遷
先
の
R
P
G
の
世
界
で
は
、魔
王
軍
の「
モ
ン
ス
タ
ー
製
造
工
場
」を
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

決
算
書（
財
務
諸
表
）の
作
成
を
き
っ
か
け
に
、惨
憺
た
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
Z
A
I
M
の

面
々
で
あ
っ
た
。

統
　
　領
　「
ダ
メ
じ
ゃ
！
そ
れ
こ
そ
悪
の
組
織
と
し

て
の
『
信
頼
』
が
な
く
な
る
。粉
飾
決
算
は
重
罪
じ
ゃ
！

企
業
人
た
る
も
の
遵
法
精
神
を
持
た
ね
ば
な
ら
ん
。」

戦
闘
員
C
　「
悪
の
組
織
が
『
信
頼
』『
遵

法
』っ
て
・
・
・
矛
盾
し
て
る
だ
ろ
！
」

戦
闘
員
A
　「
し
か
し
、
近
頃
の
悪
の
組
織

は
き
ち
ん
と
数
値
で
経
営
を
管
理
し
て
い
る

の
で
す
ね
。」

統
　
　領
　「
う
む
。だ
か
ら
こ
そ
ス
ポ
ン

サ
ー
へ
の
明
確
な
報
告
資
料
と
な
る
し
、
原

因
や
改
善
策
も
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。財
務
諸
表
の
存
在
は『
前
向
き
』に

と
ら
え
る
べ
き
な
ん
じ
ゃ
！
」

戦
闘
員
B
　「
あ
ー
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん

す
ね
・
・
・
。」

戦
闘
員
A
　「
な
る
ほ
ど
！
」

損
益
計
算
書
の
赤
字
を
見
て
凹
ん
で

い
た
戦
闘
員
た
ち
も
、
統
領
の
力
説
に

感
心
す
る
の
で
あ
っ
た
。

戦
闘
員
A
　「
た
し
か
に
、
過
去
の
事
実
と

し
て
の
数
字
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
赤
字

の
原
因
は
知
り
た
い
で
す
。」

戦
闘
員
B
　「
次
に
活
か
す
た
め
に
も
分
析

は
す
べ
き
っ
す
。」

統
　
　領
　「
そ
う
じ
ゃ
！
な
に
よ
り
も
『
報
告
の
前
の

い
い
わ
け
』
を
考
え
る
の
が
、
ワ
シ
に
と
っ
て
は
最
重
要

じ
ゃ
か
ら
な
。」

戦
闘
員
C
　「
お
い
お
い・・・
思
い
っ
き
り『
後
ろ
向
き
』

じ
ゃ
ね
え
か
。」

戦
闘
員
A
　「
で
は
、営
業
赤
字
の
原
因
を
、モ
ン
ス

タ
ー
の
部
門
ご
と
に
分
析
し
て
い
く
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
」

統
　
　領
　「
う
む
。『
セ
グ
メ
ン
ト
別
損
益
計
算
』の
出

番
じ
ゃ
な
。軍
団
ご
と
の
評
価
を
下
す
こ
と
に
し
よ
う
。」

説
明
し
よ
う
。セ
グ
メ
ン
ト
別
損
益
計
算
と
は
、

製
品
品
種
別
、事
業
部
別
と
い
っ
た『
セ
グ
メ
ン

ト
』の
単
位
で
利
益
計
算
を
行
う
こ
と
で
、企
業

全
体
の
利
益
獲
得
へ
の
貢
献
度
を
計
る
方
法
で
あ

る
。

戦
闘
員
A
　「
統
領
、売
上
や
コ
ス
ト
の
軍
団
別
の
お
お

ま
か
な
内
訳
で
す
」

統
　
　領
　「
ほ
う
ほ
う・・・我
が
Z
A
I
M
の
エ
ー
ス

部
隊『
ド
ラ
ゴ
ン
軍
団
』は
や
は
り
売
上
も
利
益
も
上

が
っ
て
お
る
な
。強
敵
の
勇
者
を
だ
い
ぶ
討
伐
し
て
く
れ

た
か
ら
の
う
。」

戦
闘
員
B
　「
イ
カ
タ
コ
な
ど
の『
獣
系
軍
団
』は
あ
ま

り
成
果
が
上
が
っ
て
な
い
っ
す
ね
。」

統
　
　領
　「や
は
り
刺
身
要
因
か・・・あ
い
つ
ら
は
。

そ
れ
よ
り
も
、我
が
Z
A
I
M
の
主
力
部
隊
で
あ
る『
ケ

ミ
カ
ル
軍
団
』は
ど
う
な
っ
て
お
る
？
」

戦
闘
員
C
　「
ケ
ミ
カ
ル
軍
団
？
あ
あ
、ス
ラ
イ
ム
と
か

化
学
品
の
大
量
生
産
で
作
っ
て
る
や
つ
か・・・」

戦
闘
員
A
　「残
念
な
が
ら
、大
赤
字
で
す
。最
新
鋭
の

製
造
機
械
を
導
入
し
、多
額
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
生
産

し
て
い
る
こ
れ
ら
の
軍
団
に
こ
そ
、大
き
な
売
上
を
上
げ

て
ほ
し
い
の
で
す
が・・・
。特
に
、カ
ル
シ
ウ
ム
を
大
量
に

使
っ
て
製
造
し
て
い
る
合
成
ス
ケ
ル
ト
ン
は・・・
最
悪
で

す
ね
。」

ス
ケ
ル
ト
ン
　「
ち
ょ
っ
と
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き

た
で
や
ん
す
・
・
・
。」

ス
ラ
イ
ム
　「
ぷ
る
〜（
泣
）」

戦
闘
員
C
　「
決
算
書
な
ん
て
た
か
が
数
字
じ
ゃ

ん
・
・
・
０
を
書
き
加
え
る
と
か
し
て
、
ゴ
マ
か
し
た

ら
い
い
ん
じ
ゃ
ね
え
の
？
」
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「渋沢栄一の人を見抜く力」
　さらに栄一は、『論語』の次の人物鑑定法を利
用していました。
　人を見るのに、現在の行動を観察するばかりでな
く、その動機は何か、またどんな結果に満足するのか
まで突っ込んで観察する。そうすれば、どんな相手でも
本性を隠しきれなくなる

子曰く、その以（な）す所を視、その由る所を観、その
安んずる所を察すれば、人焉（いずく）んぞ捜（かく）
さんや、人焉んぞ捜さんや         　　『論語』為政篇

　この一節を栄一は、次のように解説します。
　「そもそも人物を観察するのに、第一にその人の外
面にあらわれた行為の善悪や正邪を視る。第二にそ
の人のこの行為は何を動機にしているものなのかを
しっかりと見極める。第三に、さらに一歩進めてその人
は何に安心するのか、何に満足して暮らしているかを
察知すれば、必ずその人の本当の性質が明瞭になっ
てくる」　　　　　　　　　（『論語講義』引用者訳）
　簡単に言えば、「実際の行動はどうか」「その動機は
何か」「何に満足して生きているのか」を見れば、相手
の真実は見えてくるというのです。
　いうなれば「人間通」だったからこそ、栄一はあれほ
どの偉人たり得た面があるのです。

　渋沢栄一は、約500の会社、600の社会事業に
かかわりました。常人には不可能としか思えないよ
うな業績ですが、もちろん一人で成し遂げたわけ
ではありません。
　彼には人を見抜く力がありました。そして適材を
適所に配置することで、大勢の人々を巻き込みつ
つ、事業を成し遂げていったのです。
　では、なぜ彼には「人を見抜く力」があったので
しょうか。
　一つには若い頃から社会に揉まれていたことが
あります。
　中国の「三国志」の時代、切れ者の象徴だった
のが諸葛孔明でしたが、一つ大きな弱点がありま
した。それは人を見る目がなかったこと。だからこそ
子飼いの部下だった馬謖（ばしょく）の力を見誤っ
て抜擢、作戦を大失敗させて「泣いて馬謖を斬る」
という故事を残してしまったのです。
　では、なぜ孔明ほどの人物が人を見る目がな
かったのか。それは若いときに田舎で晴耕雨読の
生活をしていて、社会に揉まれていなかったからだ
といわれています。
　逆に栄一の場合、若いときから掛け売り商売に
いそしみ、志士たちと交流し、幕臣になりと、社会で
揉まれ続けました。そこで人を見る目を養っていっ
たのです。

（もりや・あつし）

　1965年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋
沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をと
る。著訳書に34万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の『最高の戦略教科書　孫
子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの教科書　韓非子』などがある。2018年４～９月トロント大学倫理
研究センター客員研究員。

守屋　淳作家・グロービス経営大学院客員教授
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“

“

“

“

軍
団
ご
と
の
評
価
を
下
せ
！

ケ
ミ
カ
ル
部
隊
の
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
が
、や
り
と
り

の
様
子
を
悲
し
そ
う
な
顔
で
見
て
い
る
。

戦
闘
員
A
　「こ
ん
な
風
に
セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
見
て
い
く
と
、

組
織
と
し
て
の
課
題
が
分
か
っ
て
き
ま
す
ね
。」

統
　
　領
　「
う
む
。利
益
が
出
る
セ
ク
シ
ョ
ン
は
残
し
、

足
を
引
っ
張
る
セ
ク
シ
ョ
ン
は
縮
小
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
。部
門
の
再
編
成
も
必
要
じ
ゃ
ろ
う
。」

戦
闘
員
B
　「今
後
は
ド
ラ
ゴ
ン
に
特
化
し
て
製
造
す
る

の
が
良
さ
そ
う
っ
す
ね
。」

戦
闘
員
C
　「
軍
団
編
成
を
変
更
す
る
と
き
に
、
あ
い
つ

ら
は
ド
ラ
ゴ
ン
の
エ
サ
に
で
も
す
る
か
。」

イ
カ
＆
タ
コ
　「
お
た
す
け
〜
！
」

ス
ケ
ル
ト
ン
＆
ス
ラ
イ
ム
　「
ひ
ぃ
ー
！
」

【
数
日
後
】

戦
闘
員
A
　「
統
領
、
魔
王
さ
ま
よ
り
伝
令
で
す
。お
読
み

く
だ
さ
い
。」

統
　
　領
　「
な
ん
じ
ゃ
？
こ
れ
か
ら
ワ
シ
ら
も
決
算
報

告
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に・・・
。な
に
な
に・・・『
勇

者
の
勢
力
が
増
し
て
い
る
た
め
、
優
秀
な
ド
ラ
ゴ
ン
軍
団

は
魔
王
軍
直
属
部
隊
と
す
る
。』」

戦
闘
員
B
　「
え
っ
？
」

統
　
　領
　『
Z
A
I
M
の
諸
君
は
獣
系
や
ケ
ミ
カ
ル
の

部
隊
を
主
力
に
頑
張
る
よ
う
に
。b
y
魔
王
』。

戦
闘
員
C
　「
お
い
お
い
・
・
・
。」

統
　
　領
　「(

ガ
ー
ン
）不
採
算
部
門
だ
け
や
ら
さ
れ
る

の
か
、ワ
シ
ら
は
・
・
・
！
」

戦
闘
員
A
　「
ど
う
や
ら
、
魔
王
さ
ま
も
Z
A
I
M
の
セ

グ
メ
ン
ト
別
の
状
況
を
既
に
ご
存
知
の
よ
う
で
す
ね
。」

こ
れ
吉
報
と
ホ
ッ
と
す
る
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。

ス
ケ
ル
ト
ン
　「
助
か
っ
た
で
や
ん
す
。」

ス
ラ
イ
ム
　「
引
き
続
き
僕
た
ち
が
主
役
だ
ね
っ
！
」

【
次
回
予
告
】

常
敗
軍
団
と
し
て
の
組
織
が
し
ば
ら
く
続
く
こ
と

が
確
定
し
た
Z
A
I
M
。新
た
な
視
点
「
規
模
の
経

済
性
」
に
一
縷
の
望
み
を
見
出
す
統
領
で
あ
っ
た
。

次
回
「
量
産
型
は
強
み
と
な
る
か
？
」
お
楽
し

み
に
！

原
作
：
髙
見
啓
一（
鈴
鹿
大
学
講
師
）
　イ
ラ
ス
ト
：
高
木

第

　話

全    

話
20

【
あ
ら
す
じ
】

ヒ
ー
ロ
ー
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
悪
の
秘
密
結
社「
Z
A
I
M
」の
統
領
と
戦
闘
員
た
ち
。

左
遷
先
の
R
P
G
の
世
界
で
は
、魔
王
軍
の「
モ
ン
ス
タ
ー
製
造
工
場
」を
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

決
算
書（
財
務
諸
表
）の
作
成
を
き
っ
か
け
に
、惨
憺
た
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
Z
A
I
M
の

面
々
で
あ
っ
た
。

統
　
　領
　「
ダ
メ
じ
ゃ
！
そ
れ
こ
そ
悪
の
組
織
と
し

て
の
『
信
頼
』
が
な
く
な
る
。粉
飾
決
算
は
重
罪
じ
ゃ
！

企
業
人
た
る
も
の
遵
法
精
神
を
持
た
ね
ば
な
ら
ん
。」

戦
闘
員
C
　「
悪
の
組
織
が
『
信
頼
』『
遵

法
』っ
て
・
・
・
矛
盾
し
て
る
だ
ろ
！
」

戦
闘
員
A
　「
し
か
し
、
近
頃
の
悪
の
組
織

は
き
ち
ん
と
数
値
で
経
営
を
管
理
し
て
い
る

の
で
す
ね
。」

統
　
　領
　「
う
む
。だ
か
ら
こ
そ
ス
ポ
ン

サ
ー
へ
の
明
確
な
報
告
資
料
と
な
る
し
、
原

因
や
改
善
策
も
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。財
務
諸
表
の
存
在
は『
前
向
き
』に

と
ら
え
る
べ
き
な
ん
じ
ゃ
！
」

戦
闘
員
B
　「
あ
ー
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん

す
ね
・
・
・
。」

戦
闘
員
A
　「
な
る
ほ
ど
！
」

損
益
計
算
書
の
赤
字
を
見
て
凹
ん
で

い
た
戦
闘
員
た
ち
も
、
統
領
の
力
説
に

感
心
す
る
の
で
あ
っ
た
。

戦
闘
員
A
　「
た
し
か
に
、
過
去
の
事
実
と

し
て
の
数
字
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
赤
字

の
原
因
は
知
り
た
い
で
す
。」

戦
闘
員
B
　「
次
に
活
か
す
た
め
に
も
分
析

は
す
べ
き
っ
す
。」

統
　
　領
　「
そ
う
じ
ゃ
！
な
に
よ
り
も
『
報
告
の
前
の

い
い
わ
け
』
を
考
え
る
の
が
、
ワ
シ
に
と
っ
て
は
最
重
要

じ
ゃ
か
ら
な
。」

戦
闘
員
C
　「
お
い
お
い・・・
思
い
っ
き
り『
後
ろ
向
き
』

じ
ゃ
ね
え
か
。」

戦
闘
員
A
　「
で
は
、営
業
赤
字
の
原
因
を
、モ
ン
ス

タ
ー
の
部
門
ご
と
に
分
析
し
て
い
く
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
」

統
　
　領
　「
う
む
。『
セ
グ
メ
ン
ト
別
損
益
計
算
』の
出

番
じ
ゃ
な
。軍
団
ご
と
の
評
価
を
下
す
こ
と
に
し
よ
う
。」

説
明
し
よ
う
。セ
グ
メ
ン
ト
別
損
益
計
算
と
は
、

製
品
品
種
別
、事
業
部
別
と
い
っ
た『
セ
グ
メ
ン

ト
』の
単
位
で
利
益
計
算
を
行
う
こ
と
で
、企
業

全
体
の
利
益
獲
得
へ
の
貢
献
度
を
計
る
方
法
で
あ

る
。

戦
闘
員
A
　「
統
領
、売
上
や
コ
ス
ト
の
軍
団
別
の
お
お

ま
か
な
内
訳
で
す
」

統
　
　領
　「
ほ
う
ほ
う・・・我
が
Z
A
I
M
の
エ
ー
ス

部
隊『
ド
ラ
ゴ
ン
軍
団
』は
や
は
り
売
上
も
利
益
も
上

が
っ
て
お
る
な
。強
敵
の
勇
者
を
だ
い
ぶ
討
伐
し
て
く
れ

た
か
ら
の
う
。」

戦
闘
員
B
　「
イ
カ
タ
コ
な
ど
の『
獣
系
軍
団
』は
あ
ま

り
成
果
が
上
が
っ
て
な
い
っ
す
ね
。」

統
　
　領
　「や
は
り
刺
身
要
因
か・・・あ
い
つ
ら
は
。

そ
れ
よ
り
も
、我
が
Z
A
I
M
の
主
力
部
隊
で
あ
る『
ケ

ミ
カ
ル
軍
団
』は
ど
う
な
っ
て
お
る
？
」

戦
闘
員
C
　「
ケ
ミ
カ
ル
軍
団
？
あ
あ
、ス
ラ
イ
ム
と
か

化
学
品
の
大
量
生
産
で
作
っ
て
る
や
つ
か・・・」

戦
闘
員
A
　「残
念
な
が
ら
、大
赤
字
で
す
。最
新
鋭
の

製
造
機
械
を
導
入
し
、多
額
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
生
産

し
て
い
る
こ
れ
ら
の
軍
団
に
こ
そ
、大
き
な
売
上
を
上
げ

て
ほ
し
い
の
で
す
が・・・
。特
に
、カ
ル
シ
ウ
ム
を
大
量
に

使
っ
て
製
造
し
て
い
る
合
成
ス
ケ
ル
ト
ン
は・・・
最
悪
で

す
ね
。」

ス
ケ
ル
ト
ン
　「
ち
ょ
っ
と
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き

た
で
や
ん
す
・
・
・
。」

ス
ラ
イ
ム
　「
ぷ
る
〜（
泣
）」

戦
闘
員
C
　「
決
算
書
な
ん
て
た
か
が
数
字
じ
ゃ

ん
・
・
・
０
を
書
き
加
え
る
と
か
し
て
、
ゴ
マ
か
し
た

ら
い
い
ん
じ
ゃ
ね
え
の
？
」
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　さらに栄一は、『論語』の次の人物鑑定法を利
用していました。
　人を見るのに、現在の行動を観察するばかりでな
く、その動機は何か、またどんな結果に満足するのか
まで突っ込んで観察する。そうすれば、どんな相手でも
本性を隠しきれなくなる

子曰く、その以（な）す所を視、その由る所を観、その
安んずる所を察すれば、人焉（いずく）んぞ捜（かく）
さんや、人焉んぞ捜さんや         　　『論語』為政篇

　この一節を栄一は、次のように解説します。
　「そもそも人物を観察するのに、第一にその人の外
面にあらわれた行為の善悪や正邪を視る。第二にそ
の人のこの行為は何を動機にしているものなのかを
しっかりと見極める。第三に、さらに一歩進めてその人
は何に安心するのか、何に満足して暮らしているかを
察知すれば、必ずその人の本当の性質が明瞭になっ
てくる」　　　　　　　　　（『論語講義』引用者訳）
　簡単に言えば、「実際の行動はどうか」「その動機は
何か」「何に満足して生きているのか」を見れば、相手
の真実は見えてくるというのです。
　いうなれば「人間通」だったからこそ、栄一はあれほ
どの偉人たり得た面があるのです。

　渋沢栄一は、約500の会社、600の社会事業に
かかわりました。常人には不可能としか思えないよ
うな業績ですが、もちろん一人で成し遂げたわけ
ではありません。
　彼には人を見抜く力がありました。そして適材を
適所に配置することで、大勢の人々を巻き込みつ
つ、事業を成し遂げていったのです。
　では、なぜ彼には「人を見抜く力」があったので
しょうか。
　一つには若い頃から社会に揉まれていたことが
あります。
　中国の「三国志」の時代、切れ者の象徴だった
のが諸葛孔明でしたが、一つ大きな弱点がありま
した。それは人を見る目がなかったこと。だからこそ
子飼いの部下だった馬謖（ばしょく）の力を見誤っ
て抜擢、作戦を大失敗させて「泣いて馬謖を斬る」
という故事を残してしまったのです。
　では、なぜ孔明ほどの人物が人を見る目がな
かったのか。それは若いときに田舎で晴耕雨読の
生活をしていて、社会に揉まれていなかったからだ
といわれています。
　逆に栄一の場合、若いときから掛け売り商売に
いそしみ、志士たちと交流し、幕臣になりと、社会で
揉まれ続けました。そこで人を見る目を養っていっ
たのです。

（もりや・あつし）

　1965年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋
沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をと
る。著訳書に34万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20万部の『最高の戦略教科書　孫
子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの教科書　韓非子』などがある。2018年４～９月トロント大学倫理
研究センター客員研究員。

守屋　淳作家・グロービス経営大学院客員教授



　　 年後のビジネス環境と
チャンスを考えてみる
1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企業、自治体、
地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著書『地方発ヒットを生む逆
算発想のものづくり』がある。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発を支援する講演などを実施している。

（わたなべ・かずひろ）渡辺和博日経ＢＰ総合研究所 上席研究員
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“価値ある経営”
人を大切にする経営学会 会長　 坂 本  光 司
1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授、法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教授、同
静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。著書に
『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』（かんき出版）など。

（さかもと・こうじ）

　３月11日で、東日本大震災から10年がたちます。今なお
復興のさなかにあって奮闘が続く地域もたくさんあります。
あの日、東京ですら強い揺れを感じ、交通インフラや通信
インフラがまひし、パニック寸前であったことが生々しく思
い出されます。九州では新幹線が翌日に開業予定で、沿道
の２万人が参加して制作されたテレビＣＭの放送が自粛
されたことなどを記憶されている方もいるかもしれません。
３月11日は、全国の誰もがこの10年という月日の流れと変
化を実感できるきっかけとなります。
　では未来に目を転じて、この先の10年ではどんな変化が
起きるのか考えてみましょう。震災や風水害などの自然災
害や今回の新型コロナウイルス感染症の流行のように、予
測不可能で社会を大きく変えてしまうような変化があるか
もしれません。そんな中でも確実に来る未来の指標から、
10年後の世の中の姿と人々の暮らしに、どのようなものが
必要とされるかなどを見てみます。
　よく言われる高齢化では、全人口の約３割が65歳以上、
約２割が75歳以上になります。首都圏をはじめとする大都
市圏への人口集中はずっと続き、首都圏には約３割、三大
都市圏には５割以上集中すると予想されます。一人暮らし
比率も増えて単独世帯比率は約４割に増え、一世帯当たり
の人数はほぼ２人となります。生涯未婚率も上昇して男性
で約３割、女性で約２割が“生涯独身”となります。
　所得の大きな伸びは期待できませんし、おそらく消費税

も上がるでしょう。ＩＭＦの報告書では2030年には15％に
する必要があるとされています。高齢化と相関があるジニ係
数も高まり、貧富の差が広がることが予想されます。これは
市場が高級志向と節約志向に二極分化するとも考えられま
す。
　なんとなく暗い気持ちになってしまいそうですが、こうし
た“必ず来るであろう未来”の一方で、５Ｇのような通信イン
フラだけでなく医療技術やサービスも進化して、より安価に
広く普及するようになるでしょう。自動車の自動運転などモ
ビリティーも、これまでの10年よりもさらに加速がついた変
化が見られるはずです。
　こうした暮らしの環境の変化を見ていくと、この先求めら
れるテーマがいくつか見えてきます。例えば「それほどお金
はなくても幸せに生きるには？」といったことです。
　健康が維持できて、親しい友人・知人ときちんとコミュニ
ケーションが取れ、自分の存在価値を実感しながら働ける
仕事と環境があるといったことも、その解決へのアプローチ
でしょう。売り上げは大きくなくても、こうしたニーズに寄り添
うことで生まれるビジネスは多くあるでしょう。逆にこうした
“こじんまり”した幸せ観ではなく、進化する先端のＩＴ技術
や医療技術に注目して、小さな企業規模でも世界市場で
戦っていくといった方向を目指す人もいるでしょう。
　次の10年には、予期したこと、予期しないことのどちらに
も、新たなビジネスチャンスが隠れているのだと思います。

　本コーナーでは、毎回１社全国各地の“快進撃企業”を
取り上げ、その企業の経営の考え方や進め方について解
説してきました。今回で本コーナーは最後になりますの
で、今回はまとめを述べます。
　周知のように、過去約10年間、日本の中小企業の約７
割は赤字企業であり、残り２割の企業も万年低収益にあ
えいでいます。これら企業の経営者の言い分を聞くと、五
つの原因を口実に自社の業績低迷を嘆いているのです。
　五つとは、第１は「景気のせい」、第２は「業種のせ
い」、第３は「規模のせい」、第４は、「場所のせい」。そし
て、第５は「大企業・大型店のせい」のことです。
　しかしながら、こうした問題意識は根本的に間違って
います。こうした意識で経営をしている限り、春は遠いと
思います。本コーナーで紹介してきた企業を思い出して
ください。取り上げた中小企業の大半は、社員数300人
以下、中には数人の小さな企業もありました。
　業種のせいにしてほしくなかったため、意識的に農業
をはじめとする第１次産業、建設業や製造業などの第２
次産業、そして小売業やサービス産業などの第３次産業
に属する企業と、幅広く取り上げました。さらに言えば、場
所の限界や商圏人口の少なさを否定するため、交通が
不便な山間の過疎市町村に本社を構える企業も扱いま
した。

　にもかかわらず、本コーナーで取り上げた中小企業の
全てが、好不況を問わず、10年どころか20年以上も好業
績を持続しているのです。同じ条件でありながら、なぜこ
うも差がついてしまうのでしょうか。答えは簡単です。本
コーナーで紹介した快進撃企業は、時代が求める「価値
ある経営」を自らが主体的に創造・提案し続けているから
です。
　これまで取り上げた快進撃企業の全てに共通する特長
を、あえてキーワードで示すと、次の10点です。第１は「環
境依存追随型企業ではなく市場創造型企業」、第２は「取
引先依存型企業ではなく自立・自活型企業」、第３は「特
定企業依存型企業ではなくリスク分散型企業」、第４は
「価格競争型企業ではなく非価格競争型企業」、第５は
「ワンマン型企業ではなく全員経営型企業」、第６は「自
利・一方良し型企業ではなく利他・五方良し型企業」、第
７は「現状維持型企業ではなくビジョン型企業」、第８は
「損得重視型企業ではなく善悪重視型企業」、第９は「業
績重視型企業ではなく社員の幸せ重視型企業」、そして
第10は「フル操業前提型企業ではなく腹八分前提型企
業」です。
　その意味であえて言えば、価値ある企業、ブレない企業
になるための方策は、この10の経営を時間がかかっても
よいので、実践するしかないのです。頑張れ中小企業！

の特長10 10
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貿易部会開催

後継者塾開催キューバ共和国駐日大使
が表敬訪問

タコの腕には脳がある？

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展
と世界の科学技術の向上に寄与すること
を目的としたOIST の理念に共感し、研究
成果を紹介していきます。

　タコはエイリアンと異名がつくほど地球上で最も奇妙な
生物の1つで、3つの心臓と8本の手足、そして高い知能を
持ちます。非常に柔軟で多用途に使える8本の腕で瓶を開
けたり、パズルを解いたり、水槽から脱出することができま
す。しかしタコがどのようにして8本の腕をコントロールして
いるかについての詳細は未だに謎であり研究者たちが現
在も解き明かそうとしています。
　OISTでタコの研究を行っていたタマー・グットニック博士
は、次のように述べています。「タコの腕は実にユニークで
す。全部で8本ある腕にはそれぞれ200個以上の吸盤が付
いており、それらを使って周囲にある物の感触や味、匂いを
感じ取る事ができるだけでなく、全ての腕を思うように動か
すことができるのです。吸盤は物を掴め、腕の曲げ方は無
限とも言えるほど多くあります。これが脳に大変な計算上の
課題を与えるため、全ての情報を処理するためにはタコの
神経系は非常に特殊な編成になっていなければならない
のです。」
　タコは発達した神経系を持ち、神経細胞の数は犬と同等
で5億個以上あります。しかし神経細胞の大部分が脳にあ
る犬などの脊椎動物とは異なり、タコの神経細胞の3分の2
以上は腕や胴にあります。
　このように奇妙に形成された神経系を持っていることか
ら、タコの腕はそれぞれ脳を持ち、中枢の脳から独立して行
動しているのではないかと科学者たちは考えてきました。こ
れまでの研究でタコの腕は反射ループを使って協調した動
きを作り出したり、捕食者の注意をそらすために切り離され
ることもあり、切り離された腕はその後も長時間動き続ける
ということがわかっています。
　研究チームはシンプルなY字型の不透明な迷路を作成

し、一般的なタコ6匹に左右一方の経路と報酬の餌を関連
付けて覚えるよう訓練しました。タコは迷路の内部形状を
ゆっくりと探るのではなく、側管に腕を押し入れるか巻いて
いた腕をまっすぐ伸ばすかの素早い動きを即座に行うこと
で、ゴールであるボックスに腕を到達させました。正解の
ボックスに腕を入れると餌を取り出せますが、不正解のボッ
クスに入れると餌は網で塞がれており、研究者により迷路は
撤去されます。6匹のうち5匹は最終的に餌を獲得するため
にどちらの方向に腕を入れ伸ばせばよいかを学習しまし
た。
　研究チームは次に、タコが1本の腕を使って迷路の内面
の質感を感じ取った時に正しい経路を判断できるかを調べ
ました。別の6匹のタコに片方の側管の内面がザラザラのも
のと、なめらかなY字型の迷路を用意し、それぞれのタコが
迷路のどちらか一方を選ぶと餌が与えられる仕組みです。
試行錯誤を重ねた結果、6匹中5匹が側管内面のそれぞれ
の質感が左右どちら側にあるかに関わらず、どちらの側管に
餌があるかを学習した事が分かりました。
　重要な事はどちらのタイプの迷路でも、ひとたび正しい
関連付けを学習するとそれまで使われていなかった腕を
使って側管を選択できることが分かりました。「この結果は
各腕が独立してタスクを学習しているという考えを否定す
ることになります。タコの学習は脳内で行われ、その後、学
習された情報がそれぞれの腕で利用可能になるのです。」
　ただし脳内のどこに情報が保存されるかは分かっておら
ず、今後の実験に委ねられた問題でもあります。
　「タコの脳は人間とはまったく異なります。実際、私達に
とって未だによく分からず、まだまだ学ぶべきことは沢山あ
ります」と、グートニック博士は語っています。

NAHA CCI NEWS No.814 NAHA CCI NEWS No.814 2021

沖縄科学技術大学院大学（OIST）の研究チームは、タコの腕が中枢の脳から完全に独立
して行動しているのではなく、末梢神経系と中枢神経系の間に情報の流れがあることを
明らかにしました。
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「
古
の
玉
城
城
跡
の
冬
至
」

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　冬
至
の
日
の
前
後
は
小
雨
が
降
っ
て
い
た
。南
部

に
は
城
跡
が
多
い
。水
平
線
の
彼
方（
か
な
た
）か
ら

朝
日
も
夕
日
も
差
し
て
く
る
。

　自
然
の
岩
山
を
活
用
し
て
造
ら
れ
た
標
高
約
１８０

メ
ー
ト
ル
の
玉
城
城
跡
。岩
の
掘
り
込
み
の
城
門
は

人
一
人
が
通
れ
る
ほ
ど
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
貝
に
似
た

ハ
ー
ト
形
を
し
て
い
る
。ア
マ
ミ
キ
ヨ
が
築
い
た
と

さ
れ
る
ほ
ど
古
い
グ
ス
ク
で
あ
る
。

　外
郭
か
ら
城
跡
の
城
門
を
見
上
げ
る
と
古
の
石

段
が
あ
り
、そ
の
途
中
の
両
側
に
は
、デ
イ
ゴ
並
木

が
あ
り
上
へ
と
導
い
て
い
く
。

　以
前
に
、玉
城
の
仲
村
渠
出
身
の
友
人
が「
デ
イ

ゴ
の
木
は
、祖
父
の
崎
間
福
次
郎（
古
謡
伝
承
者
、遺

族
連
合
会
初
代
会
長
）が
農
業
の
傍
ら
、一
人
で
植

え
た
の
だ
」さ
り
げ
な
く
漏
ら
し
て
い
た
。そ
れ
以

降
、玉
城
城
跡
を
訪
れ
る
度
に
そ
の
ひ
と
言
が
思
い

浮
か
ぶ
。

　夏
至
に
は
、東
方
の
久
高
島
の
彼
方
の
海
か
ら
朝

日
が
城
門
を
通
り
ぬ
け
、城
内
の
一
の
郭（
本
丸
）の

御
嶽
・
遥
拝
所
を
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
照
光

し
、太
陽
の
恵
み
を
と
ど
け
る
。城
内
の「
雨
つ
づ
天

つ
ぎ
御
嶽
」は
夏
至
の
朝
日
を
迎
え
入
れ
る
。
　

　東
方
の
水
平
線
の
彼
方
の
向
こ
う
に
あ
る
と
さ

れ
る
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
楽
土
。そ
の
楽
土
に
は
善
い

と
こ
ろ
と
悪（
あ
）し
き
と
こ
ろ
が
共
に
存
在
し
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　琉
球
の
太
陽
神
は「
御
日
の
御
前
」と
も
い
わ
れ
、

そ
の
恵
み
の「
火
の
神
」の
炉
が
媒
介
と
な
り
、家
々

に
分
か
ち
与
え
て
増
殖
し
続
け
、万
物
や
人
々
を
照

ら
し
出
す
。す
べ
て
の
民
に
同
じ
よ
う
に
光
は
降
り

注
ぐ
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、一
人
の
村
人
ら
し
い
男
性

が
、な
れ
た
所
作
で
イ
ビ
の
香
炉
の
前
で
拝
み
は
じ

め
た
。ひ
と
声
か
け
て
み
る
と
村
人
だ
っ
た
。ど
う

や
ら
、外
郭
の
掃
除
の
報
告
や
諸
（々
も
ろ
も
ろ
）の

感
謝
を
し
た
の
だ
と
い
う
。

　間
も
な
く
、灰
色
の
空
の
城
門
か
ら
白
装
束
の
女

性
が
静
か
に
入
っ
て
き
た
。冬
至
の
舞
い
な
の
で
あ

ろ
う
か
。城
内
の
聖
な
る
空
間
に
は
古
典
民
謡
の

「
白
鳥
小
節
」が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
き

た
。歌
詞
に
あ
る
白
鳥
の
よ
う
な
、お
な
り
神
の
優

雅
な
舞
い
が
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
い
く
。「
歌
舞

い
」を
観
た
の
だ
と
思
い
、人
々
の
生
活
の
中
で
生

き
続
け
て
い
る
祖
先
崇
拝
や
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
楽

土
に
思
い
を
馳（
は
）せ
な
が
ら
、グ
ス
ク
の
外
郭
へ

出
た
。

　琉
球
国
王
の
東
御
廻
り（
あ
が
り
う
ま
ー
い
）の

聖
地
巡
礼
の
結
び
の
拝
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。そ
れ
以
前
の
昔
か
ら
存
在
す
る
玉
城
グ
ス
ク
。ゴ

ホ
ウ
ラ
貝
の
城
門
が
、第
二
尚
氏
以
前
の
琉
球
の
歴

史
を
照
ら
し
続
け
て
も
い
る
。

　天
空
の
グ
ス
ク
の
近
く
の
東
方
に
あ
る
ミ
ン
ト
ン

グ
ス
ク
は
ア
マ
ミ
キ
ヨ
の
安
住
の
地
と
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
。

　昔
か
ら
、祈
り
人
は
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と
人
々
と
を

結
ぶ
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。白
鳥
の
よ
う
な
白
装
束
の
舞
い
と

「
白
鳥
小
節
」を
、目
と
耳
に
残
し
て
グ
ス
ク
の
外
郭

に
あ
る
玉
城
王
英
昭
之
墓
を
後
に
し
た
。

　「沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」
　
　

　（那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
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通信

　沖縄県立博物館・美術館では、美術館企画展として、
「石川真生展：醜くも美しい人の一生、私は人間が好き
だ。」の準備を進めてきました。石川真生は1974年、
WORKSHOP写真学校に入学し、写真家としての経歴を
スタートさせました。写真家といえば男性が多い時代で
あった当時において、その写真は当初から作家独自の
表現を追求しているとして評価されてきました。石川は
現在に至るまで、47年もの間、沖縄を拠点に写真を撮り
続けています。今回の展覧会は、その長きにわたる写真
家人生を通して作家が見てきたものを一挙に紹介して
いくことを念頭に企画を進めてきました。
　石川の写真は、その多くが人物をとらえた写真です。
その対象は幅広く、様々な立場の人物に取材していま
す。最初期のシリーズでは、コザや金武のバーに出入り
していた黒人兵やそこで働く女性を取材していますが、
以降も、沖縄芝居の役者や、港湾で働く労働者、沖縄出
身の自衛隊員、基地で働く従業員、新基地建設問題に
揺れる住民のほか、軍隊を除隊してアメリカに戻って生
活している元兵士や、バーで働くフィリピン人ダンサー
とその地元など、取材の範囲は広く、国境を越えていき
ます。また、それぞれの人物が独自の経歴を持ってお
り、石川はその各々の人生に寄り添い、写真を残してい
ます。「人を知ることが結果として写真になっている」と

1,200円
800円

〈  一  般  〉
〈高校・大学生〉

無 料〈中学生以下〉企画ギャラリー1／企画ギャラリー2
沖縄県立博物館・美術館 

◎会期中、展示替えがあります。
【前期】3/5（金）～4/25（日）
【後期】4/27（火）～６/６（日）

会  

場 

観
覧
料

いう言葉を本人が話してくれたことがありましたが、そ
の言葉通り、石川の写真は、様々な矛盾や葛藤を抱えな
がら生活している人々の生を活写しているといえるので
はないでしょうか。そんな石川も「俺たちにも人生がある
んだよ」という言葉を撮影した相手から投げかけられた
ことがあり、写真を見れば見るほど、そうした被写体から
の問いかけが私たち自身にも迫ってくるような思いがし
ます。
　今回の展覧会のサブタイトルでもある、「醜くも美しい
人の一生、私は人間が好きだ。」は、作家の座右の銘で
もあります。その言葉の通り、白黒と割り切れない人々の
生を追い続けた石川真生の一連の写真からは、個々ひ
とりひとりの生の力強さを感じることができるように思
います。この渾身の写真群をぜひこの機会にご覧いた
だければ幸いです。　　　　　　（学芸員　亀海 史明）
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。
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さ

れ
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ラ
イ
カ
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あ
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い
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る
。
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介
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光
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り
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。
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も
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。
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節
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舞
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。
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史
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続
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て
も
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る
。
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の
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に
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る
ミ
ン
ト
ン

グ
ス
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は
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マ
ミ
キ
ヨ
の
安
住
の
地
と
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
。
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り
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ラ
イ
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ナ
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々
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の
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割
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で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。白
鳥
の
よ
う
な
白
装
束
の
舞
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と

「
白
鳥
小
節
」を
、目
と
耳
に
残
し
て
グ
ス
ク
の
外
郭

に
あ
る
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城
王
英
昭
之
墓
を
後
に
し
た
。

　「沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」
　
　

　（那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
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通信

　沖縄県立博物館・美術館では、美術館企画展として、
「石川真生展：醜くも美しい人の一生、私は人間が好き
だ。」の準備を進めてきました。石川真生は1974年、
WORKSHOP写真学校に入学し、写真家としての経歴を
スタートさせました。写真家といえば男性が多い時代で
あった当時において、その写真は当初から作家独自の
表現を追求しているとして評価されてきました。石川は
現在に至るまで、47年もの間、沖縄を拠点に写真を撮り
続けています。今回の展覧会は、その長きにわたる写真
家人生を通して作家が見てきたものを一挙に紹介して
いくことを念頭に企画を進めてきました。
　石川の写真は、その多くが人物をとらえた写真です。
その対象は幅広く、様々な立場の人物に取材していま
す。最初期のシリーズでは、コザや金武のバーに出入り
していた黒人兵やそこで働く女性を取材していますが、
以降も、沖縄芝居の役者や、港湾で働く労働者、沖縄出
身の自衛隊員、基地で働く従業員、新基地建設問題に
揺れる住民のほか、軍隊を除隊してアメリカに戻って生
活している元兵士や、バーで働くフィリピン人ダンサー
とその地元など、取材の範囲は広く、国境を越えていき
ます。また、それぞれの人物が独自の経歴を持ってお
り、石川はその各々の人生に寄り添い、写真を残してい
ます。「人を知ることが結果として写真になっている」と

1,200円
800円

〈  一  般  〉
〈高校・大学生〉

無 料〈中学生以下〉企画ギャラリー1／企画ギャラリー2
沖縄県立博物館・美術館 

◎会期中、展示替えがあります。
【前期】3/5（金）～4/25（日）
【後期】4/27（火）～６/６（日）

会  

場 

観
覧
料

いう言葉を本人が話してくれたことがありましたが、そ
の言葉通り、石川の写真は、様々な矛盾や葛藤を抱えな
がら生活している人々の生を活写しているといえるので
はないでしょうか。そんな石川も「俺たちにも人生がある
んだよ」という言葉を撮影した相手から投げかけられた
ことがあり、写真を見れば見るほど、そうした被写体から
の問いかけが私たち自身にも迫ってくるような思いがし
ます。
　今回の展覧会のサブタイトルでもある、「醜くも美しい
人の一生、私は人間が好きだ。」は、作家の座右の銘で
もあります。その言葉の通り、白黒と割り切れない人々の
生を追い続けた石川真生の一連の写真からは、個々ひ
とりひとりの生の力強さを感じることができるように思
います。この渾身の写真群をぜひこの機会にご覧いた
だければ幸いです。　　　　　　（学芸員　亀海 史明）
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～無駄遣い その2～ アラフォー見聞録(48人目) 

　アラフォーの皆様が期待しているホワイトデーは、男からみると高級羽毛布団より軽い。
会社の女子社員が500円を出し合いコンビニで購入した同じ種類のバレンタインチョコ。
そのお返しにブランド品とか、あわよくば玉の輿などゆめゆめ思ってはいけない。

　半沢ではないが「コンビニ」には「コンビニ返し」が妥当というのがも
らった側の考えだ。
　しかし中には自分だけモテようと、別途何がしかのオプションをつける
輩もいるが、そういう男は間違いなく女子に人気がない上に足が臭い。
　バレンタイン同様、ホワイトデーに使う金があれば三密を避け、センベ
ロで飲食店を元気にした方がいい。
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同封されている付録もご覧下さい
⑪ 社長が不在でも社員が黒字にする仕組み化セミナーのご案内
⑫ 制作費0円でHPを制作します
⑬ 補助金申請、（株）木立が完全サポート！
⑭ 美浜産業株式会社のご案内
⑮ ミオビエントアルファ山下最終分譲のご案内
⑯ 社員が一丸となって会社を成長させる方法のご案内
⑰ タナベ経営からのご案内
⑱ ザ・ビジネスモールのご案内
⑲ 事業承継、創業後の経営にお悩みの方へご案内

① 企業PR便のご案内
② 企業広告募集のご案内
③ OKINAWA＊TOKYO商談会出店募集のご案内 
④ 確定申告相談会のお知らせ
⑤ 新しいPCレンタルサービスのご案内
⑥ 社長の手取りを増やす秘策、教えます
⑦ 人材マッチング支援事業のお知らせ
⑧ ホームページ活用の無料個別相談会のご案内 
⑨ 能力開発セミナーのご案内
⑩ 県による出向受入のお知らせ
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